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Ⅰ．はじめに
　現在国内において大学スポーツの振興につ
いて積極的な議論がなされており，2016年に
閣議決定された日本再興戦略 2016において
は，「日本の大学等が持つスポーツ資源の潜在
力（人材輩出，経済活性化，地域貢献等）をい
かすとともに，適切な組織運営管理や健全な大
学スポーツビジネスの確立等を目指す大学横断
かつ競技横断的統括組織（日本版 NCAA）の
在り方について，文部科学省・スポーツ庁を中
心に議論を進め，本年度中に設置に向けた方
向性について結論を得る。」3）といったことが
述べられている。なお日本版 NCAAとは，米
国における大学スポーツの統括組織「National 
Collegiate Athletic Association（以下，「NCAA」）」
に倣う組織として考えられる。
　また，経済産業省とスポーツ庁によって行わ
れたスポーツ未来開拓会議の中間報告 9）にお
いては，経済の観点からも大学を中心としたア
マチュアスポーツの産業化に大きな期待が寄せ
られている。この日本版NCAAについては，「大
学スポーツの振興に関する検討会議」2）におけ
る中心的な議題として，そのあり方について議
論が進められてきた。その成果として 2017年
3月に，2016年 4月より 5回に渡って議論され
てきた内容の最終報告が発表されている。そこ
では，日本国内において大学の持つスポーツ資
源の潜在力が十分に発揮されていないことなど
に触れ，「大学スポーツ資源の潜在力を発揮す
るための突破口として，運動部活動を含めて全
学的にスポーツ分野に取り組む大学や学生競技
連盟を核とした大学横断的かつ競技横断的統括
組織（日本版 NCAA）の創設に向けた議論を進
める必要がある。」として，日本版 NCAA創設
に向けた方向性が示された。
　これらの政府による報告から，これまで議論
されてきた日本版 NCAAは米国における大学
スポーツの統括団体である NCAAを参考とし
て設立が検討されていることは疑う余地がな
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い。しかし，国内において NCAAに関する資
料が不足していることから，その背景や課題に
ついて詳細に把握しないままに議論されている
可能性がある。
　そこで本稿では，米国インディアナ州イ
ンディアナポリスにて 2018 年 1 月 16 日
-18日の 3日間に渡って企画実施を行った
「Japan College Sport Research Project –NCAA 
Convention 2018におけるセミナー」について
報告を行い，日本版 NCAAに関連した資料と
しての共有化を図ることを目的としたい。
Ⅱ．JapanCollegeSportResearchProject に
ついて
　本プロジェクトは，筑波大学，テンプル大
学，株式会社ドーム間の共同研究プロジェクト
「Japan College Sport Research Project」として，
2016年より開始された 10）。この研究プロジェ
クトの主な目的は，日本および米国における，
大学スポーツ運営の現状を把握し，日本版大学
アスレチックデパートメントのモデル案を提唱
することにある 1）。2017年 3月 29日に，この
プロジェクトに関する報告会「米国大学におけ
る学生競技者に対する教育マネジメントの現状
分析～日本版大学体育局（AD）モデルの構築
に向けて～」がアメリカンセンター JAPANに
て執り行われ，日本の大学スポーツの現状や課
題，米国における大学スポーツがもたらす利益
や組織構造，財政などについて報告を行った 1）。
またテンプル大学の Jeremy Jordan准教授によ
る日本版大学アスレチックデパートメントのモ
デル案の提案が行われるとともに，日本におけ
る今後の大学スポーツのあり方についてプロ
ジェクトメンバーによるパネルディスカッショ
ンを実施した。なおアスレチックデパートメン
トとは，アメリカの大学で設置されている運動
部に対する会計，マーケティング，広報，施設
管理，学生支援といった業務全般をマネジメン
トする部局 10）である。
Ⅲ．NCAAについて
　NCAAは，1000校を超える大学がメンバー
として加盟しており，毎年約 90の大学全米選
手権の開催等を行っている 5）。その基本的な目
的は，「大学におけるスポーツ活動を教育プロ
グラムの不可欠な部分として，また競技者を学
生組織の一部として保ち，そして大学スポーツ
とプロスポーツとの明確な境界線を保持するこ
とである。」4）としている。その目的を果たす
ために NCAAは入学，奨学金，競技への参加
資格，選手の勧誘などの基本的なスポーツ活動
に伴う問題に関する規則を制定し，一方，加盟
大学はこの規則を適用し履行する義務がある 4）
という関係にある。なお NCAAの活動は，以
下の 9つにまとめることができる 4）。
1．学生アスリートのために大学スポーツのプ
ログラムを活性化させると共に改善し，教
育的リーダーシップ，競技成績，スポーツ
活動への参加を促進，開発すること。
2．NCAAの憲章，及び細則に準拠した全ての
大学スポーツ活動における大学の自治的な
運営と，その活動への責任を持つという原
則を維持すること。
3．加盟大学における，奨学金，スポーツマン
シップ，アマチュアリズムの基準に準拠し
た競技への参加資格に関するルールの適用
を促進すること。
4．大学スポーツを管理するプレー規則を編
纂，出版すること。
5．大学スポーツの結果を記録し，それを保管
すること。
6．NCAA主催の地域，及び全国的なスポーツ
イベントの運営を監督し，そのイベントへ
の参加基準を制定すること。
7．全国的な，また国際的なスポーツイベント
の推進と運営について他のアマチュア競技
団体と連携すること。
8．大学スポーツの運営に関わる加盟大学に関
して一般的な懸念事項について，細則を通
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して，もしくは定期総会での決議によって
規則を作ること。
9．大学スポーツについて調査を行い，米国に
おける大学が高いレベルでスポーツプログ
ラムを維持できるような基準を確立するこ
と。
Ⅳ．NCAAConvention2018におけるセミナー
について
1．セミナーの概要
　「Japan College Spor t Research Project –
NCAA Convention 2018」には，「テンプル大学
×筑波大学×株式会社ドーム共同研究チーム」
によって主催され，2018年 1月 16-18日の 3
日間に渡って米国インディアナ州インディアナ
ポリスにて行われたセミナーである。このセミ
ナーでは NCAAや大学アスレチックデパート
メントの運営に関わる各分野の専門家を招き，
レクチャーやディスカッション，施設の見学を
通して NCAAへの理解を深めた。本セミナー
は，2018年 1月 16-20日にインディアナポリ
スにて開催された「NCAA Convention 2018」
に合わせて実施することで，全米から集まった
専門家によるセミナーを可能とした。「NCAA 
Convention」では，年に一度 NCAAに加盟す
るカンファレンスや大学の代表者が集まり，今
後の方針や具体的な施策 に関する議論や投票
などが行われる。なお本セミナーには，共同研
究のプロジェクトメンバー 9名に加え，日本よ
り行政，大学，企業関係者 13名が参加した。
2．プログラム内容
　本セミナーは 3日間で構成され，1日目には
プレゼンテーション形式での 7つのセッション
と NCAAの歴史に関する展示施設である「Hall 
of Champions」の視察を行った。2日目には，
1日目と同様にプレゼンテーション形式での 7
つのセッションを実施し，加えて日本国内にお
ける大学スポーツの現状と今後の展望について
ディスカッションを行った。また，3日目には
インディアナポリスに所在する「インディアナ
大学－パデュ－大学インディアナ校」における
スポーツ施設の視察を行った。
1 日目
a．NCAA の全米選手権－学生アスリートへの
特別な体験の提供
　NCAAにおける全米選手権の運営に関する
アシスタント・ディレクターを務める John 
Bugner氏によって，NCAAがどのように学生
アスリートの参加する全米選手権の運営を行
なっているのかが解説された。
b．エリジビリティ（参加資格）センター／参
加資格の構築－学生アスリートの教育と必
要な要件
　学生アスリートが NCAAにおいて競技を行
うために必要な参加資格について管理をするエ
リジビリティセンターにてマネージング・ディ
レクターを務める Gary DeCastro氏によって，
エリジビリティセンターの機能と役割，学生ア
スリートにおける学業成績の証明，アマチュア
リズムなどに触れ，いかにして NCAAが学生
アスリートの競技参加に関する基準を管理して
いるのかが解説された。
c．コミュニケーション／大学スポーツへの認識
　NCAAにおいて広告を用いたブランディング
などを行い，戦略的コミュニケーションに関す
るマネージング・ディレクターを務める Amy 
Dunham氏によって，NCAAに対する認識の調
査や，そしてその中のネガティブな認識を改善
するために行なっている NCAAの広告戦略に
ついて解説された。
d．財政／資金はどこに行くのか
　NCAAにて財務，経理に関するマネージング・
ディレクターを務める David Lafiosca氏によっ
て，NCAAの組織体系に基づいた収益と支出の
内訳，予算の策定プロセスなどについて解説さ
れた。
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e．エンフォースメント／監視と調査－エン
フォースメントと制裁に関するプロセスの
説明
　NCAAに加盟する大学や指導者，学生アス
リートなどに不正がないか監視や調査を行い，
不正があった場合には制裁措置を執り行うエン
フォースメントにおいて副プレジデントを務め
る Jon Duncan氏によって，NCAAの中で行わ
れる競技を公平かつ公正なものとして保つため
のルールやプロセスについて解説された。
f．リサーチ／学業の重要性
　NCAAにおいて学生アスリートにおける学業
成績や属性に関する統計，大学やカンファレン
スのスポーツに関連した財務状況などの調査を
統括するマネージング・ディレクターを務める
Todd Petr氏によって，NCAAにおける調査機
関の役割やデータの活用方法について解説され
た。
g．政策・ガバナンス／NCAAのガバナンス
　NCAAにおける法的な対応，政策，ガバナン
スの管理に関するマネージング・ディレクター
を務める Jackie Campbell氏によって，NCAA
のガバナンスや，それを機能させる委員会の機
能について解説された。
HallofChampions の視察
　NCAAの一般業務に関するアシスタント・
ディレクターを務める Kelly Dodds氏のガイド
によって，NCAAの歴史に関する展示を行う
Hall of Championsの視察を行った。
2 日目
a．大学におけるスポーツプログラムがもたら
す利益
　大学がスポーツプログラムを持つことによっ
て得られる利益について，テンプル大学の
Daniel Funk教授とミネソタ大学の井上雄平助
教授より解説された。また，日本国内の大学が
どのような利益を想定してアスレチックデパー
トメントの設置を進めているのかについてディ
スカッションを行った。
b．ガバナンス－カンファレンスの役割
　Central Athletic Collegiate Conferenceにてコ
ミッショナーを務める Dan Mara氏によって，図 1 セミナー会場となった NCAA本部オ
フィス
図 2　1日目のセッションの様子
図 3 NCAA創設のきっかけとなったアメリカ
ンフットボール
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NCAAの中でカンファレンスが果たす役割や，
カンファレンスと大学の関係性について解説さ
れた。
c．NCAAの違反に関するプロセス
　NCAAにおける違反に関する委員会運営
のマネージング・ディレクターを行う Joel 
McGormley氏によって，NCAAの加盟大学と
連携した違反発生時のプロセスについて，また
委員会の運営方法について解説された。
d．学業とスポーツ－教員の役割
　フロリダ大学にてスポーツプログラム
に関する教員の代表者（Faculty Athletics 
Representative）を務める Mike Sagas教授に
よって，大学の教員が学生アスリートに与える
影響や関わり方について解説された。
e．AcademicandmembershipAffairs ／コン
プライアンスの解釈と大学やカンファレン
スに提供されるその他の支援的サービス
　NCAAの定めた規則の解釈や改定などの支援
を行うことで，NCAAの加盟大学が規則を運用
する手助けをする Academic and membership 
Affairs（以下「AMA」と略す）の副プレジデ
ントを務める Dave Schnase氏によって，AMA
の役割や具体的な事例を通した規則の解釈につ
いて解説された。
f．アスレチックデパートメントの設置－大学
における機会と課題
　テンプル大学の Daniel Funk教授による進行
の下，セミナーに参加した大学関係者を中心と
して，それぞれの大学における現状と今後の展
望について議論を交わした。
g．AcademicandmembershipAffairs －ディ
ビジョンⅢ
　AMAにおいてアシスタント・ディレクター
を務める Joni Williamson氏によって，NCAA
におけるディビジョンⅢの特徴や財務状況，資
金調達の方法などについて解説された。
h．コンプライアンスと政策－カンファレンス
と大学の関係
　American Athletic Conferenceにてアソシエ
イト・コミッショナーを務める Ellen Ferris氏
とテンプル大学にてシニア・アスレチック・ディ
レクターを務める Kristy Sromovsky氏の両名
にて，NCAAの加盟大学が規則を遵守するため
に行っている取り組みやカンファレンスとの連
携について解説された。
3 日目
「インディアナ大学－パデュ－大学インディア
ナ校」スポーツ施設の視察
　インディアナ州インディアナポリスに所在す
る「インディアナ大学－パデュ－大学インディ
アナ校」にて，スポーツチームが利用するト
レーニング施設やスタジアム，アリーナなどを
視察し，また施設の管理や運営方法について質
疑を行い，米国の大学におけるスポーツ施設の
状況について理解を深めた。
3．まとめ
　「Japan College Spor t Research Project –
NCAA Convention 2018」においては，まず 1
日目に NCAAの役割や機能，組織構造につい
て理解を深めるセッションを用意した。今回議
題となったのは，NCAAの主催する大会の運営
方法，学生アスリートが競技に参加するための
基準，広告戦略，財務状況，違反の調査や罰則
のプロセス，学業成績や幸福度などの調査，組
織のガバナンスといった内容であった。その中
で，NCAAが組織として，どのように学生アス図 4　2日目のセッションの様子
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リートが安全，かつ公平，公正に競技に参加で
きる環境を提供し，また大学の卒業や卒業後の
キャリアを見据えた支援を行っているのか，と
いうことについて理解が深めることができた。
また，NCAAの歴史に関する展示を行う「Hall 
of Champions」の視察を行った際には NCAA
が創立に至った経緯等についても解説を受け，
アメリカンフットボール競技における死亡事故
の多発によって，競技ルールの改正や競技の安
全な運営や管理を保証するための組織として創
立されたという背景について学んだ。
　2日目については，大学スポーツにおける大
学とアスレチックデパートメント，カンファレ
ンス，コミュニティ，教員などとの関わりにつ
いて理解を深めるセッションを用意した。そこ
で議題となったのは，大学におけるスポーツが
大学やコミュニティに与える利益，カンファレ
ンスを通したガバナンス，大学で違反があった
際の対応，大学スポーツにおける教員の役割，
規則を運用する際の支援，所属大学の予算規模
や学生数が日本国内の大学と似通うディビジョ
ンⅢについて，カンファレンスと連携した規則
の遵守といった内容であった。その中では，大
学がスポーツプログラムを運営する上で欠かす
ことのできない学生アスリート，一般学生，教
員，地域コミュニティなどのステイク・ホルダー
に対して，どのような利益を与えられる可能性
を秘めているのか，また所属するカンファレン
スとの連携によっていかに組織を統率し，規則
を遵守し，大学のスポーツプログラムを管理し
ていくのか，ということについて理解を深める
ことができた。
　3日目については，「インディアナ大学－パ
デュ－大学インディアナ校」にて，スポーツ
チームが利用するトレーニング施設やスタジア
ム，アリーナなどを視察し，また施設の管理や
運営方法について質疑を行い，米国の大学にお
けるスポーツ施設の状況について理解を深め
た。その中では，自治体や企業などと連携した
施設の運用に関するアイディアなどが得られ，
日本国内の大学が新たにスポーツ施設を運用す
る際に有用な知見となった。
Ⅴ．総括
　本セミナーでは，NCAAやカンファレンス，
大学に従事する様々な専門家によるセッション
を通して，日本版 NCAAや大学のアスレチッ
クデパートメントの開発に有用な知見を学ぶ機
会が得られた。1905年に創立され，100年以上
の歴史を持つ NCAAの組織，機能は多岐にわ
たり，非常に大きな組織となっている。そのた
め，その全てを理解し完全に模倣することは難
しいと言わざるを得ないが，米国において大学
スポーツがもたらす利益や直面する課題につい
て理解を深めることは，今後日本における大学
スポーツが社会にもたらす利益や直面する可能
性のある課題を予測するために大いに役立つも
のと考えられる。米国の NCAAやカンファレ
ンス，大学などに従事する大学スポーツの専門
家より直接的に情報を取得できる機会が国内で
は不足していることから，今後も積極的に，日
本版 NCAAやアスレチックデパートメントの
開発に資する情報を継続的に取得し続けること
が望まれる。
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